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●寄附をお願いします●
　佐賀国際重粒子線がん治療財団では、引き続き
皆さんからの寄附を募集しています。県内、ひいて
は九州のがん医療の充実につながるサガハイマッ
トへのご支援をよろしくお願いします。
　なお、当財団へご寄附をいただいた方には、特定
公益増進法人に対する寄附として、税制上の優遇
措置があります。詳しくは、当財団までお問い合わ
せください。

ＦＡＸ 0942（81）1905
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【お問い合わせ】

発　行 公益財団法人
佐賀国際重粒子線がん治療財団　　（担当）本村

所在地 〒841-0071 佐賀県鳥栖市原古賀町3049番地
ＴＥＬ 0942（81）1897
Ｈ　Ｐ http://www.saga-himat.jp/ （受付時間：平日の９時～17時）

●地域連携室インタビュー　●重粒子線治療の対象部位や費用について

新年のご挨拶
　明けましておめでとうございます。
  昨年は、新年には予想もしなかった新型コロナウイルスのパンデミックが広がり、人類のライフス
タイルを全く変えてしまうほどの大変な一年となりました。令和３年は、その第３波の中で新年を迎
えることになりましたが、ワクチン普及への期待は膨らむ一方です。
　そのような中、サガハイマットは2013年8月に治療を開始して、お陰様で８年目を迎えておりま
す。2016年以降、公的医療保険が骨軟部腫瘍、頭頸部がん、前立腺がんに適用拡大され、昨年末まで
の治療患者数は5400人を超えました。わが国の粒子線治療施設の中では年間治療数が最多となっ
ています。これからも、新型コロナウイルスに万全の対策をとり、職員一丸となって、安心・安全の治療
に邁進していきますので、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

公益財団法人
佐賀国際重粒子線がん治療財団

理事長  中川原 章

（2020年12月末日現在）

部位別
患者数

地域別
患者数

福岡
２８２２人（５２％）

佐賀
８５６人（１６％） 大分

２５５人（５％）

熊本
４１５人（８％）長崎

４１８人（８％）

その他の地域
１６７人（３％）

宮崎
２００人（４％）鹿児島

１０９人（２％）

※東京、広島、沖縄、
愛媛、愛知、大阪、
高知、埼玉、京都、
島根、岡山、神奈
川、北海道、栃木、
兵庫、群馬、三重、
富山、静岡、奈良、
福島、海外（中国、
台湾、韓国）

山口
２２４人（４％）

合計
5,466人

その他 165人
すい臓
 259人

肝臓
487人 （70％）

前立腺
3,830人

（3％）

（2％）

（5％）

肺・縦隔
 360人
（7％）

頭頸部
248人
（5％）

（9％）

骨軟部 117人

※その他は、直腸（骨盤
内再発）、腎臓、リンパ
節など

『先進医療』適用部位 『公的医療保険』適用部位

頭頸部がん
(頭蓋底腫瘍を含む)
(口腔・咽喉頭の扁平
上皮がんを除く)
平成30年4月より
公的医療保険適用[　　　]

[　　　]

[　　　]

骨軟部腫瘍
(切除非適応の腫瘍)
平成28年4月より
公的医療保険適用

前立腺がん転移性腫瘍
(肺・肝・リンパ節の少数個転移) 平成30年4月より

公的医療保険適用

食道がん

肺がん

肝がん・肝内胆管がん

膵がん

腎臓がん

直腸がんの骨盤内再発

婦人科腫瘍

※公的医療保険制度については、平成30年４月現在の制度によります。
今後、制度の変更に伴い、記載の内容が変わることがあります。現在では
民間保険会社から、先進医療の費用を保障する保険商品が多数販売され
ています。詳しくは、各保険会社へお問い合わせください。

2016年4月からの切除非適応の骨軟部腫瘍に続き、2018年4
月からは前立腺がんと頭頸部がんの一部が公的医療保険に
適用されました。それ以外の治療については、先進医療として
継続されます。

■公的医療保険適用可能な場合

骨軟部・頭頸部
前立腺

237万5千円
160万円

（診察・検査・薬代など）

（照射回数によらず）

■上記以外の先進医療適用の場合

314万円

（左から寺嶋広太郎診療副部長、松延亮診療部長、塩山善之センター長、末藤大明副センター長、戸山真吾主任医長）

※公的医療保険の場合、高額療養費制度の利用も可能です。
※公的医療保険適用部分の自己負担割合は、年齢等によって異なります。

※先進医療をカバーする民間保険が利用可能です。



■地域連携室とはどのような部署ですか。そ
の役割を教えてください。

　サガハイマットの地域連携室は、看護師で業務
を行っており、これから重粒子線がん治療を受け
ようとする方の相談や、予約の受け付けなどを電
話で行います。はじめから看護師が電話に応答し
ますので、治療に関する相談もスムーズな対応が
できるかと思います。治療を受けた後の患者さん
から相談を受けることもあり、必要があれば再度
予約を取ることもあります。受診希望の相談が多
いですが、一般の方から治療の内容や施設につい
てお問い合わせを受けることもあります。
　2013年の開設当初に比べ、重粒子線がん治療
が世間一般に随分浸透してきたと実感していま
す。各地の医療機関の医師から勧められて受診を
希望する患者さんも増えました。重粒子線がん治
療の一部が公的医療保険適用になったことも関心
が高まった要因だと思います。

■具体的にどのような相談がありますか。

　治療を希望しているが、自分の病状で重粒子線
がん治療ができるのか、という相談が一番多いで
す。受診するためにはどのような手順が必要なの
かもよく質問されます。前立腺がんの場合、患者さ
ん本人が直接電話して、相談されることも多いで
す。その他、患者さんのかかりつけの医師や病院の
看護師から相談されることもあります。治療がで
きるかできないかの判断は私たちではできません
ので、当センターの医師へ相談・確認を行います。
明らかにサガハイマットで治療対象となっていな
い部位の治療を希望された場合は、その旨をお伝
えすることもありますが、まずはご相談いただき

たいと思います。

■電話をする際にあらかじめ用意しておいた
方がいいものなどはありますか。

　皆さん、病気になって、病院に相談することはと
ても不安だと思います。でも、心配しないでまずは
お電話ください。お話を聞いたうえで、必要なもの
などがあればそのときにお伝えします。

■重粒子線がん治療の内容についての問い合
わせも多いと思います。

　重粒子線がん治療は、放射線治療の一種です。
エックス線治療との違いは、患部にピンポイント
でがんへの殺傷効果が高い重粒子線を当てるの
で、照射する回数が少なくて済みます。痛みもあり
ません。サガハイマットに受診する際は、これまで
の検査のデータや治療実績など患者さんの詳しい
データが必要となりますので、まずは担当の医師
とハイマット受診について相談をしてください。

申し込みは、本人からでも受けることができます。
サガハイマットはセカンドオピニオンとしての受
診も可能ですので、遠慮なく相談してほしいと思
います。

■受診まで「待たされる」イメージを持つ人も
いるようですが、予約から初診まではどのく
らいかかりますか。

　予約の電話から初診までなるべくお待たせする
ことのないように工夫しています。これまで初診
の方は、原則として月曜日・水曜日・金曜日に診察
時間の枠を設けていましたが、お待ちいただく期
間が少し長くなってきましたので、当センターの
医師とも協力し、枠外での診察も増やしました。現
在は遅くても１カ月以内に初診を受けられるよう
になりました。
　診察時間は、特に初診の場合、時間がかかります
ので余裕を持って設定しています。サガハイマッ
トでは一人一人の診察時間を十分取っているの
で、予約受診時間が遅れることはほとんどなく、長
くお待たせするようなこともありません。
　また、さまざまな理由により来院できなかった
患者さんがいても、必ずその日か翌日までに本人
または家族に連絡して、別の日に予約し直します。

■重粒子線の治療費は高額なイメージがあり
ますが、いくらぐらいかかりますか。

　前立腺がんや頭頸部腫瘍、骨軟部腫瘍の一部に
ついては、公的医療保険が適用され、患者さんの保
険負担割合に応じて自己負担額が定まります。高
額療養費制度を利用すると平均的な年収の方の場
合、約10万円が実質的な自己負担額となります。

　一方、公的医療保険の適用となっていない部位
については、先進医療での治療となるため、314万
円が自己負担額となります。この場合、ご自身で民
間保険の先進医療特約などに加入していれば自己
負担額がカバーされることもあります。また、佐賀
県に１年以上在住している方が重粒子線をはじめ
とする先進医療を受けた際、治療費の10分の１（上
限30万円）の助成を受けたり、治療費を金融機関
から借り受けた場合の利子が補給される制度もあ
ります。

■新型コロナウイルス感染症の影響で、治療
に影響はありませんでしたか。また、通院を心
配する人もいるのではありませんか。

　治療自体に大きな影響はありませんが、遠方か
ら来院する患者さんやがん以外の基礎疾患がある
患者さんには電話で様子を聞き、その方に適した
受診となるように配慮することはあります。サガ
ハイマットは、福岡県をはじめ、県外から通院する
患者さんも多いので、入り口での検温はもちろん
のこと、院内人数の調整や、スタッフの健康状態に
も非常に気を配りながら、できる限りの感染症対
策を行いますので、平常時とあまり変わらずに通
院する方がほとんどです。がん治療という性質上、
治療を中断するわけにはいきませんので、サガハ
イマットの全スタッフも、「絶対に院内感染を起こ
さない」ようにさまざまな感染対策を行っていま
す。例えば、検温カメラや低濃度オゾン発生装置の
設置、待合ロビーのいすの配置見直しなどを行っ
ています。

■この仕事でやりがいを感じることは何です
か。

　患者さんから「治療をしてよかった」と言われる
ととてもうれしいですし、無事に来院いただけれ
ば安心します。最初の窓口となる私たちが患者さ
んに寄り添い、誠意を持って橋渡し役となること
で、治療への一歩を踏み出してもらえたらうれし
いです。

　重粒子線がん治療を受けたいと希望する患者さんの最初の窓
口となるのが地域連携室です。普段は患者さんと直接顔を合わ
せることはありませんが、治療を始めるうえで重要な役割を
担っています。地域連携室の役割や、日ごろの業務などについて
聞きました。

九州国際重粒子線がん治療センター（サガハイマット） 

患者一人一人に誠意を持って向き合う
～地域連携室の役割～

インタビュー
地域連携室

関
心
高
ま
る
重
粒
子
線
治
療
の
最
初
の
窓
口受診の予約や相談などに対応する地域連携室。

電話、メールで受け付けている

サガハイマットの受診に関する相談は

まで
℡ 0942-50-8812
      （受付時間：平日の９～17時）

サガハイマット
地域連携室

岸川 亜里沙
地域連携室長 

大鶴 晶子
看護師
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